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入学式における生徒代表のことば 
 
先日、入学式が行われました。３年３組高橋徳司さんの「歓迎のことば」と、新入生代表髙木彩

芭さんの「入学の決意」に感動しましたので、紹介します。 

 
歓迎のことば 

 
暖かく降り注ぐ日を受けた木々の青々とした目から、春の訪れを感じられる頃となりま

した。新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。今日この校舎へと足を運び、新し

い教室、整然と並べられた教科書を見て、入学の決意を新たにしているかと思います。 

さて、この附属新潟中学校には、私たちの目指す姿が描かれた生徒憲章というものがあ

ります。そして、その姿になるために「自主独立・協同」というスローガンが掲げられて

います。 

このスローガンに関わって特徴的なことの一つを紹介します。 

それは、制服がないことです。これはこの学校の「目指す姿」が大きく反映されていま

す。開校当時は制服があったそうですが、今現在 制服が撤廃されているのは、私たちの

先輩方が「たとえ制服がなくてもその場にあった服装を自分たちで考え、選択できる生徒

である、あるいはそう言った生徒でありたい。」というふうに自分達で高みを目指した結果

なのです。 

私たち附中生は何が正しいかを自分たちの力で判断し、今ある状況をより良くしていく

ために自分たちで行動をする。そうしてより良い学校へとアップデートし続けています。 

まさにこれが「自主独立」です。ですが、物事には、自分の力だけでは限界があったり、

自分だけでは気づけない側面があったりします。だから、附中には「かかわり」を大事に

した行事が沢山あります。これが「協同」です。 

例えば来月には「ときわ体育祭」があります。学年の壁を超えた、連合同士の真剣な戦

い。目標を達成させるために仲間と一致団結し、団結力を高めていきます。９月には「演

劇発表会」、１１月には「音楽のつどい」があります。自分達が伝えたいメッセージを伝え

るために仲間と意見交流をしたり、自分の持っている力を集団に最大限、貢献させ、仲間

と共に課題を解決したりしていきます。 

学校での日常生活や行事活動をしていく中で、１人で悩んでしまうこと、集団で活動し

ていて自分の思うようにいかないことは少なからずあるでしょう。そんな時には「自主独

立・協同」と心の中で唱えてみてください。あなたの隣には同じ高みを目指す仲間がいま

す。 

自分から率先して行動を起こすこと・仲間と協力することができれば皆さんの可能性は

無限大です。だから、入学した今の、向上心を持ち続けて失敗を恐れず様々なことにチャ

レンジし、成長していってほしいと思います。私たちと共に高め合っていきましょう。 

皆さんの三年間が有意義な中学校生活になることを願って、歓迎の言葉とさせて頂きま

す。 
 
令和５年４月７日  

生徒代表 高橋徳司 

題字 西村直子 



 
入学の決意 

 
柔らかく暖かな春風を感じる今日、私たち新入生１２０名は、入学式を迎えることがで

きました。様々な行動が制限されたコロナウイルス感染症禍を乗り越え、これからの学校

生活に対する期待や希望で胸がいっぱいです。本日はこのような素晴らしい式で私たちの

入学をお祝いいただき、嬉しく思うと共に、先生方、先輩方に感謝申し上げます。 

生徒の意見が尊重される附属新潟中学校では、自らを高め、成長できる環境が整ってい

ると伺っております。学校生活の中で多くの事を学び、有意義な三年間にしたいです。附

属新潟中学校の教育目標である「生き方を求めて学ぶ生徒」になるために、中学校生活で、

次のことを心がけ、行動していきたいと考えました。 

まず、学習において心掛けていきたいことは、学ぶことを楽しむことです。生徒同士の

意見交換が多く行われる附属新潟中学校という環境を活かし、課題を個人で解決するので

はなく、集団で意見を交わしながら自分にはない発想を知っていきたいです。そのために、

話し合いの中で自分の考えを相手に分かりやすく伝え、相手の話を正確に聞き取り、疑問

点や問題点は学びを広げる手がかりにします。様々な意見の中から仲間と共に考えを深め、

自分なりの答えを見つけ出していく過程で、学びの楽しさを味わいたいです。 

また、困難から逃げず、ひとつひとつの問題と対峙する力を養うことも大切にしたいで

す。何事にも真剣に取り組むことで、自分の視野を広げ、新しいことに挑戦していく意識

を強く持ちたいと思います。そして、十代の私たちが学ぶということに真摯に向き合うこ

とで、未来を変えていけるという希望を持って、三年間を過ごしていきたいです。 

次に、附属新潟中学校の伝統行事についてです。すなやま完歩大会や音楽のつどい、演

劇発表会など、附属新潟中学校には、他の学校では体験できない様々な行事があります。

これらの行事を経験することで、目的をしっかり見据え、主体性をもって行動する大切さ

を実感したいです。そして、集団でひとつのものを創り上げる楽しさを共有し、心に残る

ものにしていきたいと思います。 

今日この日から、志を共にする仲間と三年間を過ごしてきます。私たちが共に学び、成

長していくためには、共感や信頼が大切です。仲間の考えを理解し、感情に寄り添いなが

ら物事に一緒に向き合っていきたいです。お互いの得意なことや苦手なことを尊重し、支

えてくれる仲間がいる心強さを感じながら、共に成長していきます。 

私たち新入生は互いに良い影響を与え合い、刺激し合える関係になります。また、私た

ちのことを支えてくださる先生方との信頼関係を築くために、小さな物事も懸命に取り組

みたいです。中学校生活では、様々な場面で壁にぶつかることもあるかと思います。私た

ちだけでは解決できないとき、先生方や先輩方の力をお借りし、仲間と共に前へ進んでい

きたいです。このような環境で学べる事に感謝し、絶え間ない努力を続けます。 

校長先生並びに先生方、上級生の皆さん。私たち新入生は、共に支え合いながら、附属

新潟中学校の生徒として精一杯頑張りますので、ご指導くださいますよう、よろしくお願

いいたします。 

最後に、私たち新入生一同は、歴史と伝統ある附属新潟中学校の生徒としての意識と誇

りを持ち続け、一日一日を大切にし、有意義な中学校生活を送ることをここに誓い、入学

の決意といたします。 

 

令和五年四月七日 

  新入生代表 髙木彩芭 

 


